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仙台市教育センター事業の重要な柱である調査研究は，仙台市教育委員会の方針・重点施策に関

連した学校教育上当面する課題を重点的に取り上げております。昨年度から道徳教育を取り上げ，

来るべき「特別の教科 道徳」の本格実施に向けて調査研究を進めているところでございます。

昨年の実態調査から見えてきた課題を基に，本年度は，校内の組織体制や校内OJTを生かした研修

を引き続き検証しながら，新たに授業に視点を当て，「考え，議論する道徳」の授業づくりも視野

に入れながら研究に取り組んでまいりました。三校の調査協力校と委員の皆様方の御協力をいただ

きながら，実践に基づいた説得力のある研究を進めることができたのではないかと思います。

本年度の研究成果は，このリーフレットと共に教育センターのWebサイトにも掲載しております。

各学校で，道徳教育推進のために活用していただくことを心より願っております。

教育センターはOJTで学び続ける教職員を応援します
あなた

道徳教育の充実に関する研究

～学校全体で取り組む道徳教育と，｢道徳の時間｣の授業力向上に向けた取組を通して～

仙台市教育センター所長 堤 祐子



第4章 基本的方向
（３）豊かな心の育成

量的課題
◇歴史的経緯に影響され，いまだに道徳教育を忌避しがちな風潮がある
◇他教科に比べ軽んじられている

質的課題
◇学校間，教師間の差が大きく，指導方法にばらつきがある
◇登場人物の心情理解だけなど，型にはまったものになりがちである
◇学年が上がるにつれ，道徳の時間に対する児童生徒の受け止めがよく
ない

重点事項
豊かな心の育成

～いじめ防止対策の
徹底～

成果
◇道徳教育推進教師の役割の明確化
◇道徳教育推進教師を中心にOJTを生かした
組織体制づくりの提言

課題
◇教職員の道徳教育に対する意識改革のための
継続した働きかけ

◇学習指導要領改訂に対応する全体計画と年間
指導計画の活用と見直し

◇「特別の教科 道徳」のねらいに沿った授業
の充実

児童生徒が主体的に考え続ける道徳教育の推進を目指す

0% 50% 100%

H28

H27

教職員全体の道徳教育についての意識

とても積極的 どちらかといえば積極的

一部の教員は積極的 どちらかといえば消極的

消極的 どちらともいえない

9月に，市内小中学校の道徳教育推進教師に意

識調査を行いました。所属校の教職員全体の道徳

教育への意識を見ると，「とても積極的」「どち

らかといえば積極的」が49％と，半数に届かな

い結果となりました。

Ｈ27年度の調査でも48％と，この一年間の変

化はほとんど見られませんでした。この状況では

道徳教育への意識化が進んでいるとは言いがたく

道徳教育の充実に向けた取組や意識付けを継続し

ていく必要があります。

48％→49％

基本的な考え方

「特定の価値観を押し付けたり，主体性を持たずに言われ

るままに行動するよう指導したりすることは，道徳教育が

目指す方向の対極にあるものと言わなければならない」

「多様な価値観の，時に対立がある場合を含めて，誠実に

それらの価値に向き合い，道徳としての問題を考え続ける

姿勢こそ道徳教育で養うべき基本的資質である」

主体的・対話的で深い学びの実現

深い学び
道徳的諸価値の理解を基

に，自己を見つめ，物事を

多面的・多角的に考え，自
己の生き方について考える
学習を通して，道徳的価値

を実現するための問題状況
を把握し，適切な行為を主
体的に選択し，実践するこ

とができる。

主体的な学び

児童生徒が問題意識を持

ち，自己を見つめ，道徳的

価値を自分との関わりで捉

え，自己の生き方について

学習し，自らを振り返って

成長を実感したり，これか

らの課題や目標を見つけた

りすることができる。

対話的な学び

子供同士の協働，教員や

地域の人との対話，先哲の

考え方を手掛かりに考えた

り，自分と異なる意見と向

かい合い議論すること等を

通じ，自分自身の道徳的価

値の理解を深めたり広げた

りすることができる。

生きて働く
知識・技能の

習得

未知の状況にも
対応できる

思考力・判断力・

表現力等の育成

学びを人生や社会
に生かそうとする
学びに向かう力・
人間性等の涵養

道徳教育と資質・能力（イメージ）

各教科等で育成する資質・能力

学びに向かう力，人間性等
各教科等の目標に基づく固有の指導

を基に

学習活動を支える要素

道徳的価値の
理解

生き方についての
考え（思考）

道徳性を養うために行う
道徳科における学習

育成を目指す

資質・能力

道徳性

道徳的な
判断力
心情
実践意欲
と態度

自立した
人間とし
て他者と

共により
よく
生きる

実践

基盤と
なる

「杜の都の学校教育」
「仙台市教育基本

振興計画」

多面的・多角的
に考える

自己を
見つめる

これから求められる道徳教育

仙台市の現状

研究の背景

二年次研究構想図

一年次の研究から

①内面に根ざした道徳教育
の推進による生命の尊重
や規範意識の涵養

基盤となる取組（一年次）

道徳教育推進教師を中心とした組織体制づくり

(1) 実態調査
(2) 管理職のリーダーシップと，道徳教育推進教師を中心にした学校全体で取り組む
組織体制づくり

・校長先生との話合い ・重点目標設定 ・組織体制づくり ・保護者，地域連携 等
(3) OJTを生かした取組と意識化
・校内研修 ・授業づくり ・授業研究 ・授業公開 等

(4) 道徳教育推進教師の役割の明確化
・校長先生との話合い ・重点目標の設定
・全体計画，別葉，年間指導計画の作成と見直し

・情報発信 ・教材整備 ・実践例紹介 等

視点１
学校全体で取り組む道徳教育の
推進

◇学校教育全体を通じた道徳教育
の取組

◇重点目標，重点項目の設定
◇全体計画，年間指導計画の活用，
見直し

◇校内研究を生かした授業づくり
◇OJTを生かした校内研修の充実

視点２
「考え，議論する道徳」に向けた
授業の充実

◇読み物教材の登場人物への

自我関与を中心とした学習の実践

◇問題解決的な学習の実践

◇道徳的行為に関する体験的な学習

の実践

充
実
し
た
道
徳
の
授
業
へ
の

意
識
喚
起
の
継
続

「考え，議論する道徳」への取組（二年次）

年間35単位時間が確実
に確保される

量的確保

子供たちが道徳的価値を
理解し，これまで以上に
深く考えてその自覚を深
める

質的変換

「
考
え
，
議
論
す
る
道
徳
」

の
授
業
で
育
成
さ
れ
る

資
質
・
能
力

等

学習を
通して目標

「特別の教科 道徳」の実施に向けて，「考え，議論する道徳」
への質的変換を図る取組を通して，道徳教育の充実に努める



台原小学校の取組

「校内研究を生かした授業づくりの取組と道徳ノートの活用」

どのように発問や場面を設定し

たら，ねらう価値について児童が

多面的・多角的に考えを深められ

るか，学習指導要領の内容項目を

確認しながら，参加者全員が積極

的に考えを出し合います。

事前授業 研究授業

全職員が関わる授業研究では，全員が共通した視点やねらいを意識するこ

とができます。学習指導要領に沿ってポイントを絞り，道徳的価値について

深まりのある授業づくりが実現します。

事前検討会後，指導内容に修正

を加えたものを，同じ学年の中で，

学級の実態に合わせて事前授業を

します。

学級ごとに担任の思いや工夫が

反映された授業になります。

事前授業を基に，授業者がさらに

修正を重ね，十分に指導のイメージ

を作り上げてから授業に臨むことが

できます。参観者も，ねらいと指導

の意図を十分に理解しながら参観で

きます。

事前検討会

児童の気付きや変容を読み取ったり，その後の授業構想に役立

てたり，毎時間の児童の学びを蓄積したりと，振り返りに活用す

ることができます。

～やって学ぶ，見て学ぶ～

道徳の時間以外にも，自分
を見つめるときに活用します。
（６年）

表は授業ごとに編集したも
の，裏は毎回同じ形式に記入
させます。子供の変容を見る
ことができます。（２年）

学習する道徳的価値につい
ての一覧表。1年生でも分か
る言葉で価値の意識付けがで
きます。（１年）

小学校の道徳の授業づくりは，担任だけで抱え込んでしまう傾向があり，学級

ごとに取組の差が出やすいものです。授業づくりに組織的に取り組むことで，学

校全体が同じ方向で道徳教育を進めていくことが可能になります。

旭丘小学校の取組

「重点目標を基にした取組と共通理解」

学習指導要領にある「７つ
の指導方法の工夫」をいつも手

元に置き，参考にします。常に

確認することで，ポイントを意

識して指導することができます。

講師を招いて道徳の授業づくりの

研修を行います。指導方法を学ぶこ

とができ，「道徳の授業づくりって

こんなに奥が深いんだ」「ぜひこん

な授業をやってみたい」という教員

の意欲にもつながります。

重点目標を基に，道徳教育の全体計画や教科や行事などとの関連を示した別葉，年

間指導計画を作成して活用します。特に，年間指導計画の中で重点項目に関するとこ

ろを色づけして意識化を図ります。そして，児童が毎日使う家庭学習カードには重点

目標の「親切・思いやり」の観点を設け，児童の振り返りを促します。

全教職員が重点

目標を意識して

指導できるよう

にする

田子中学校の取組 「田子中スタンダードの共有と管理職の取組」

中心発問までの発問構成をシンプ

ルに。机間指導で生徒の考えを見取

り，意図的指名によって，全体の考

えが深まっていけるように，発表順

や関係性を組み立てます。

教師の範読は心を込めて。

範読後は十分な間を取り，

内容や余韻をかみしめられ

るようにします。

管理職は，道徳の授業をできるだけ参観し助言をします。

時には，道徳の授業の進め方について勉強会を開きます。集

会では，自らの経験や世間で話題になっていることを取り上

げ，「全校で考える道徳集会」を実施します。

資料の写真や発問，出された考え

を視覚化した構造的な板書を心掛け

ます。生徒が考えを整理したり深め

たりする際の手掛かりとなるように

します。

道徳の授業づくりは，担任一人に任せるのではなく，学年でねらいの確認や，中心発問，発問構成について吟味をした上で授業に臨んでいます。

授業づくりに取り組む中で，田子中の授業スタイルが見えてきました。それを「田子中スタンダード」として全員で共有し，確実に授業ができるようにしました。

学習内容を保護者に伝える道

徳通信のデータは，各学年の

フォルダに入れておきます。職

員で共有し，お互いに参考にす

ることができます。

生徒が発問を予想できないよう，

枠のみの簡単な構成とし, 考えが

十分に書けるようにスペースを

設けます。どの授業にも共通で

活用することができます。

範 読１ ２ ３ ４ 板 書ワークシート発問と意図的指名



読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習

登場人物の判断や心情を自分との関わりで多面的・多角的に考え，道徳的諸価値の理解を深める。

問題解決的な学習

生きる上で出会う様々な問題や課題を主体的に解決するために必要な資質・能力を養う。

道徳的行為に関する体験的な学習

役割演技などの擬似体験的な表現活動を通して，様々な課題や問題を主体的に解決するために

必要な資質・能力を養う。

複数時間を用いた指導，重点的な指導

現代的な課題に関する指導

いじめ防止，情報モラル，社会の持続可能な発展 等

「考え，議論する」
ことにより・・・

ポイント1 資料提示の工夫

ポイント2 発問構成の工夫
自我関与を意識した中心発問 価値を深める発問

クマタは，ひとばん，どん

なことを考えたのでしょうか。

クマタが，自分の一番大切なもの

をあげられたのは，クマタがどんな

心を持っていたからでしょうか。

自我関与のための資料と発問の工夫

〇資料が子供た

ちにすっと入

るように視覚

化・焦点化を

図ります。

〇教師がほれ込

んだものを選

びます。

自分のことと重ね合わせて考
え，悩む

元さんが「この年になって初めて考え

させられたこと」とは何だったのだろう。

あなたが元さんだったら，子供た

ちを入園させますか。

中心発問に向かわせる基本発問

発問の数を二つに絞ったことで，

最初にじっくり考え，次にお互いの

多様な考えを聞き，さらに自分の考

えを深める時間を確保できました。

「自分なら入園
させる」に大多
数の生徒が賛同
するところから
始めます。

①本資料で問題になっていることを確認

一人一人が自分の考えをノートにまとめ，それを基にグループで話し合います。
その後，全体で話し合うことで，一人一人が主体的に話合いに参加できるように

します。 シンガポールの人
たちの思いを考える

問題設定と話合いの工夫

ポイント2 主体的で協働的な話合いの工夫

②この時間に考えるべき道徳的問題は

何かを明確化

１ 主題名 よいと思うことを

1-（3）勇気

２ 資料名

よりみち （文溪堂 小1）

３ ねらい

善悪の区別をし，よいと思うこと

を進んで行おうとする心情を育てる。

ポイント 役割演技の工夫
中心発問で出る多様な考えを受

けて，価値把握をしていくために

役割演技を取り入れます。その際，

1年生という発達段階を考慮し，

ねらいの違う役割演技を2回設定

します。

場面をイメージしやすいよう
に，代表児童と教師で行いまし
た。主人公の心情を考えやすく

しました。

全員がペアになって役割演技を
行い，勇気を持って行動すること
の大切さ，行動した後のすがすが

しさを感じることができました。

役割演技① 役割演技②

公園で遊んでいこう。

いけないよ。

１ 主題名 温かい心を大切に

2-（2）思いやり，親切

２ 資料名

一さつのおくりもの（東京書籍小3）

３ ねらい

相手のことを思いやり，進んで親切に

しようとする心情を育てる。

本をあげたくない本をあげたい

・ふかみどり村の子

に読んでほしい。

・役に立ちたい。

・この本で元気に

なってほしい。

・この本はぼくのお

気に入りだしなあ。

・キツネの子に会え

なくなるなあ。 やさしい心 思いやりの心

温かい心 相手を思う心

ポイント1 問題設定の工夫

わたしは何が気に掛かっているのか

日本の町をきれいにするために，き

まり（罰金）はあったほうがいいのか

きまりがどうこうで
はなく，町がきれい
なことがうれしい。

気持ちよく生活する
ためにきれいにして
いる。

きまり（罰金）は
あった方がいいと
思うな。

何でもきまり
にすればいい
わけではない

んじゃない。 うん，わかった。

いけないよ。

生徒の感想
中心発問

ポイント1 生徒の実態や

ねらいに基づいた教材開発

どうして金具職人の修行を始
めようと思ったのだろう。

ポイント2 中心発問を吟味する

・道徳的価値の理解が不十分
・自己肯定感の低下
・自己を見つめる経験の不足

生徒に夢や

目標を持って

ほしい。

自己の問題として捉え，問題解決的

に生き方について真剣に考えられる資

料づくりを目指しました。

１ 主題名 自己を見つめる
1-（5）個性の伸長

２ 資料名

錺（かざり）金具職人として
（自作資料 中1）

３ ねらい

自己を見つめ，自己の向上を図るとと
もに，個性を伸ばしながら充実した生き
方を追求しようとする意欲を育てる。

異なる考えに接し，多面的・多角的に
考えるための工夫 ～役割演技～

ポイント 役割演技の工夫
資料に登場する3人での役割演技

をして，自分がその立場に立ったら

どんな気持ちになるか考えさせ，女

性の振る舞いには問題があるのか，

おばさんはなぜ怒っているのかと問

いかけました。

話合いの中で，それぞれの考えの違いに気付く

役割演技をやってみて「思い」に
気付く

１ 主題名 公徳のモラル

4-（2）公徳心

２ 資料名

缶コーヒー （東京書籍 中3）

３ ねらい

公徳のモラルを大切にし，人間とし

て互いの連帯を自覚し，より望ましい

社会を実現しようとする態度を育む。

電車が揺れたの

だからしょうが

ないでしょ。

（女性）

だから言ったのにー！（私）

でも，その前に「私」

も，もっとはっきり言

うべきだったのでは。

まずは「私」に謝るべきじゃ
ない？

１ 主題名 きまりを守る

4-（1）法の遵守，権利義務

２ 資料名

元さんと二通の手紙（あかつき 中3）

３ ねらい

法やきまりの意義を理解し，自他の権利

を重んじ義務を確実に果たして，社会の秩

序と規律を高めようとする態度を育てる。

情に流されること
が，危険や迷惑を
招き，決して許さ

れないときもある。

規則を守るこ
とが，姉弟の
命を守ること

につながるの
だね。

元さんは，喜んでも
らえてよかった，と
心から満足している

とは思えない・・・。

葛藤や広がり，多様な考えが生まれる中心発問

自分との関わりで

主体的に

多面的・多角的に 考える

多様な考え方，感じ方と

出会い 交流する

議論する

自らを振り返って，

成長を実感できる

これからの課題や

新たな目標を見付

けることができる

自分自身の道徳的価値

の理解を深めたり広げ

たりすることができる

他者と対話したり協働したりする

中で，よりよい選択や判断，新た

な問いを生み出すことができる

ポイント2 発問の数を少なくする

主人公の生き方を考え，自分自身
の問題に向き合う道徳的実践の意
欲を高める

じっと見つめる。

読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習 道徳的行為に関する体験的な学習問題解決的な学習

ポイント1 発問構成の工夫

様々な価値の葛藤や，多面的・多角的な
考えを生み出す工夫 ～発問の精選～

１ 主題名 公共のマナー

4-（1）規則尊重，公徳心・権利義務

２ 資料名

シンガポールの思い出（文溪堂 小5）

３ ねらい

みんなが快適に生活するために，公徳

心を大切にしていこうとする意欲を高め

る。

価値を把握するための役割演技の工夫

〇自分を見直すことは，自分がこれから成

長していくために必要なことだと思った。

〇授業を通して，自分の気持ちと向き合っ

たり自分を見つめ直したりすると，本当

の自分の気持ちが分かると思った。

郷土に関心を高め，生き方を考える問題
解決的学習の工夫 ～自作資料と発問～

道徳的な選択や
判断が求められ
る問題に対じし
た時に，自分に
も他者にとって
もよりよい選択
をしたり，道徳
的な価値を実現
するための行為
を主体的に判断
し実践したりす
る資質・能力を
育てることがで
きる。

「自分ならどうするかと
いう観点から道徳的価値
と向き合うとともに，自
分とは異なる意見をもつ
他者と議論することを通
して，道徳的価値を多面
的・多角的に考える。

他者との合意形成や具体
的な解決策を得ること自
体が目的ではなく，多面
的・多角的な思考を通じ
て，道徳的価値の理解を
自分との関わりの中で深
める。
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今後各校に求められる取組 始めよう！道徳教育

学校の道徳教育の重点目標，重点項目の見直し
教科化全面実施に向けて，まずは学校教育目標や児童生徒の実

態，目指す子供像から，学校や学年の道徳教育の重点目標，重点
項目をしっかり設定しておくことで，教科書に対応した別葉や年
間指導計画の作成がスムーズに行えます。基盤がしっかりしてい
ると，授業づくりも充実することができるのではないでしょうか。

授業づくりに関する学び合いの設定
道徳の授業をお互いに参観する，校内研修会で道徳講話を聞く，

指導案作成や教材研究をする演習を行うなどの学び合いも効果的
です。実際に動いてみる，よい授業を見るなどのアクティブな学
びが教師にも必要です。また，教材やワークシートなどを共有す
ることで，協働的な授業づくりが可能になります。

このような取組によって，先生方の意識が向上し，道徳教育の
充実が図られていくと考えます。

教職員の意識向上

道徳教育の充実

【教育センター研究発表会 調査研究委員会の発表への講評から】
研究アドバイザー 昭和女子大学大学院 押谷 由夫 教授

〇 学校の道徳教育の重点目標，重点項目
の見直し
→ 全体計画（別葉），年間指導計画の
作成へ

〇 授業づくりに関する学び合い
→ 授業参観，校内研修会，
教材・資料の共有

本研究のよさは，これからの道徳教育の方向性について，共通理解を深めて方法の

提案が行われていることです。なぜ道徳教育改革が必要なのか，どのように道徳教育を

改善していけばよいのかについて，常に原点に返って考え，方法を開発しています。

学校現場では，方法に関わる関心が高く，目的に関する議論は軽視されがちです。

方法が目的を規定するのではなく，目的が方法を規定することを確認することが大切です。

研究成果としては，次の点が挙げられます。

まず，管理職のリーダーシップの在り方についてです。集会や行事を積極的に活用して，道徳について

の問いかけを行い，各学級での道徳教育につなげていくなどの提案がなされています。

第二は，道徳教育を全員で主体的に取り組む工夫です。全員が授業公開をする，校内研修をワーク

ショップ型で充実させる，道徳通信の共有等です。

第三に，全員が確実に授業をできる取組です。様々な工夫は大切ですが，一応のスタンダードを作り，

それをベースに授業を発展させていくことが大切です。

第四に，「考え，議論する道徳」について，文科省から提案されている三つのパターンを基にバリエー

ションを加え，提案がなされていることです。三つのパターンはトータルとして捉えることが大切です。

第五は，児童生徒の自主性を育てる指導を工夫されていることです。

第六は，それらを通して，道徳の授業と日常生活や様々な学習活動と連携を図っていく工夫がなされて

いることです。

さて，課題です。来年度は本研究の最終年となります。学校全体で道徳教育を組織的に取り組む具体的

なモデルの提案，「特別の教科 道徳」と日常生活や各活動と響き合わせる工夫のマニュアルの作成，重

点的課題についての道徳学習プログラムの提案，評価の具体的な示し方の提案等に向けて，研究を進めて

いただければと思います。


